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販
売
量
に
応
じ
植
林

事
業
所
向
け
消
火
器

販
売

の

横
浜
消
火
器
（
横
浜
市
磯
子
区
）

は
、
顧
客
が
購
入

し
た
消
火
器

の
薬
剤
量
に
応

じ
て
植
林
す
る

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
す
る
消
火
器
」
を
販

、
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
の
）

収
す
る
森
づ
く
り
に
取
り

組
ん

で
い
る

。

消
火
器
用
薬

剤
が

三
百
五
十

ロ
キ

（
一
般
的
な
事
業

所
向

け
消

火
器

で
八
十
四
本
）
売
れ
る
ご

と
に

、
環
境

コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン

グ
会
社
を
通
じ

て
中
国

・
内

モ

ン
ゴ
ル
白
治
区
に
カ

ラ

マ
ツ

一

本
を
植
林
す
る

。
二
百
五
十

ロ
キ

は

一
本
の
カ

ラ

マ
ツ
が

三
十
年

間
で
吸
収
す
る
Ｃ
０２
と
同
量
と

い

つ́
。

消
火
器
に
は
植
林

へ
の
協
力

を

証

明

す

る

シ

ー

ル

を

添

付

し
、
二
百
五
十

ロ
キ
分

の
購
入

で

横
浜
消
火
器
環
境
保
全

へ
貢
献

植
林
証
明
書
も
発
行
す
る
。
顧

客
に
と

っ
て
は
社
会

貢
献
を

Ｐ

Ｒ
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ

る
。

高
橋
利
弥
社
長
が

、
県
中
小

企
業
青
年
中
央
会

の
異
業
種
交

流

で
植
林
に
取
り
組
む
産
廃
処

理
会
社
と
知
り
合

っ
た
の
が
き

つ
か
け

Ｏ
Ｃ
０２
を
薬

剤
に
使

っ

た

消

火

器

も

販

売

し

て

お

り

「
少

し
で
も
環
境
保
全
に
貢
献

し
た

い
。
企
業

の
責
任
と
し

て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
六
高

橋
社
長

）
こ
と
に
し
た
。

国
の
検
定
を
受

け
る
消
火
器

は
メ
ー
カ
ー
が
異
な

っ
て
も
差

別
化
が
難
し

い
た
め
価
格
競
争

に
な
り
や
す
く
、
付
加
価
値
を

付
け

て
販
売
を
促
進
す
る
狙

い

も
あ
る
。
植
林
費

用
は
同
社

で

負
担
し
、
販
売
価

格
は
同
額
に

し

て
い
る
。

今
年

二
月

の
販
売
開
始
か
ら

一
カ
月
間

で
薬
剤

三
千

三
百
五

十
計
を
販
売
し

、
カ

ラ

マ
ツ
十

三
本
を
植
林
し
た

。
同
社

の
通

販
サ
イ
ト

「
ひ
の
よ
う
じ
ん
」

で
個
人
で
も
購
入

で
き
る

。

（
吉

日
　
勝
行
）

消 火器販 売 で森づ く り
に取 り組 む高橋社長
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